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時
た
ま
無
免

許
医
者
の
発
覚

が
報
道
さ
れ

る
。
明
治
以
前

は
資
格
不
要
で
髪
結
い
さ
ん

で
医
者
曲
げ
に
直
し
て
も
ら

い
、
近
所
の
暇
そ
う
な
若
者

に
薬
箱
と
古
本
で
も
持
た
せ

て
数
歩
後
に
従
わ
せ
、
数
日

そ
こ
ら
を
歩
い
て
い
る
と
、

誰
か
が
診
察
を
依
頼
す
る
。

　

現
在
、
医
学
部
や
歯
学
部

の
教
授
で
も
基
礎
部
門
な
ら

理
学
部
、
薬
学
部
、
工
学
部

の
出
身
者
が
多
い
し
、
医
学

部
の
看
護
学
科
の
教
授
の
多

く
は
看
護
師
さ
ん
で
あ
る
。

　

他
学
部
卒
と
の
研
究
競
争

に
背
水
の
陣
を
張
っ
て
、
国

試
を
受
け
な
い
と
か
免
許
申

請
を
し
な
い
医
者
も
多
い
。

免
許
が
あ
る
と
バ
イ
ト
を
頼

ま
れ
た
り
で
研
究
に
遅
れ
を

と
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　

現
在
の
手
術
現
場
は
チ
ー

ム
で
や
る
か
ら
執
刀
者
は
医

者
で
も
、
医
者
以
上
の
経
験

豊
か
な
看
護
師
や
助
手
も
加

わ
り
、
無
論
ポ
ジ
シ
ョ
ン
変

更
も
す
る
。

　

偽
医
者
が
ば
れ
た
時
マ
ス

コ
ミ
は
免
許
証
を
確
認
し
な

い
ず
さ
ん
さ
を
責
め
る
が
、

そ
れ
は
文
学
部
も
だ
。
川
端

康
成
な
ん
か
は
学
生
の
溜
ま

り
場
で
顔
見
知
り
だ
っ
た
今

東
光
を
晩
年
ま
で
同
窓
生
と

思
っ
て
い
た
ら
し
い
。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会

専門家がおこたえします

室相 談各 種

税務相談
【日　時】11月21日（水）午後２時～５時
【相談者】西村博史 税理士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談
【日　時】11月15日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎 社労士

法律相談
【日　時】12月３日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士

国会
行動 学校歯科調査に反響 患

者
負
担
減
求
め
議
員
要
請

厚
労
省
に
向
け
て
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

社
会
保
障
充
実
を
訴
え
る
参
加
者
＝
10

月
17
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
は
、
窓
口
負

担
軽
減
や
歯
科
の
保
険
適
用
拡
大
、
学
校
保
健
安
全
法

の
対
象
に
歯
周
疾
患
の
追
加
を
求
め
て
10
月
17
日
、
大

阪
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
43
人
に
要
請
し
た
。
参
加

は
、
下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
中
村
新
太
郎
理
事
、
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
、
永
田
悦
夫
顧
問
、
宮
本
辰
雄

・
古
田
光
行
両
監
事
、
近
藤
三
千
雄
評
議
員
、
西
川
勝

美
・
塚
原
敏
彦
両
歯
科
技
工
士
ら
13
人
。

　

大
阪
府
は
１
９
９
８
年
度

に
17
年
ぶ
り
の
赤
字
と
な
っ

た
。
日
米
構
造
協
議
（
89

年
）
の
内
需
拡
大
要
請
と
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
経
済
対
策
を

理
由
と
し
た
公
共
事
業
が
主

な
原
因
で
あ
っ
た
。
財
政
赤

字
は
２
０
０
０
年
度
か
ら
一

気
に
増
加
し
た
が
、
そ
の
後

は
年
度
を
追
う
ご
と
に
減
少

し
、
橋
下
府
政
の
初
年
度
に

あ
た
る
08
年
度
に
は
黒
字
へ

と
転
じ
る
。

あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
太
田
知

事
の
時
代
の
財

政
削
減
施
策
に

よ
っ
て
赤
字
幅

は
漸
減
し
て
き

な
い
が
、
基
金
借
入
額
は
６

８
０
億
円
に
も
の
ぼ
る
。
つ

ま
り
、
６
９
０
億
円
を
超
え

る
実
質
的
な
歳
入
不
足
が
あ

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
橋
下
府
政
は
こ

て
お
り
、
黒
字
が
自
然
に
達

成
さ
れ
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
の
二
つ
は
い
ず
れ
も
一

面
的
な
見
方
で
あ
る
。
大
阪

府
の
一
般
会
計
は
財
政
悪
化

を
糊
塗
す
る
た
め
に
、
97
年

度
か
ら
継
続
的
に
基
金
か
ら

も
の
ぼ
る
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
っ
た
。
そ
こ
に
貫
か

れ
て
い
る
理
念
は
「
分
離
型

行
政
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

府
と
市
町
村
が
共
同
で
支
え

て
い
る
府
民
サ
ー
ビ
ス
は
後

の
基
金
か
ら
の
借
入
を
止
め

た
う
え
で
、
財
政
収
支
の
黒

字
化
を
達
成
し
て
い
る
。

地
方
債
を
多
発

　

橋
下
氏
は
財
政
収
支
の
改

善
の
た
め
に
、
３
千
項
目
に

の
大
量
借
入
を
行
っ
て
き

た
。
03
年
度
か
ら
は
赤
字
と

基
金
借
入
額
は
共
に
減
少

し
、
府
の
行
政
改
革
が
効
果

を
あ
ら
わ
し
て
い
た
。
だ
が

07
年
度
を
み
れ
ば
、
財
政
赤

字
は
13
億
円
と
わ
ず
か
し
か

者
が
一
元
的
に
担
う
べ
き
で

あ
り
、
府
は
そ
こ
か
ら
撤
退

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
福
祉
や
教
育
は
そ
の
影

響
を
最
も
受
け
た
。
こ
の
考

え
方
は
「
維
新
八
策
」
に
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

　

で
は
本
当
に
大
阪
府
の
財

政
改
善
は
進
ん
だ
の
か
。
大

阪
府
は
11
年
度
決
算
で
実
質

公
債
費
比
率
が
18
％
を
超
え

る
起
債
許
可
団
体
に
陥
る
見

通
し
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は

大
阪
府
の
借
金
が
大
幅
に
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
原
因
は
08
年
度

か
ら
大
阪
府
の
税
収
が
一
貫

し
て
減
少
し
て
い
る
点
に
あ

る
。
大
阪
府
は
財
政
削
減
を

進
め
る
一
方
で
、
税
収
減
を

埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
赤
字

地
方
債
を
大
量
発
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
橋
下
府
政
が
財

政
削
減
を
一
気
に
進
め
た
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
悪

化
と
住
民
の
生
活
不
安
が
拡

大
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
大
阪

府
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
と
い

う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り

つ
つ
あ
る
。
地
域
の
経
済
と

暮
ら
し
の
再
生
こ
そ
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

無
視
し
た
財
政
収
支
の
改
善

は
改
革
の
名
に
は
値
し
な

い
。

�

（
つ
づ
く
）

二
つ
の
主
張

　

こ
の
財
政
赤
字
の
解
消
を

め
ぐ
っ
て
は
二
つ
の
主
張
が

あ
る
。
一
つ
は
、
橋
下
府
政

に
よ
る
財
政
削
減
の
効
果
が

あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
も
の
で

　

面
談
に
応
じ
た
の
は
、
辻

惠
（
民
主
）、樋
口
俊
一
（
民

主
）、宮
本
岳
志
（
共
産
）
各

衆
院
議
員
。
辻
議
員
は
「
請

願
な
ど
の
具
体
的
な
動
き
が

あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
」
と

協
力
姿
勢
を
見
せ
た
。
樋
口

議
員
は
「
窓
口
負
担
で
困
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
の

か
。
歯
科
で
保
険
に
入
れ
た

い
項
目
は
何
か
」
と
意
見
交

換
。
宮
本
議
員
は
「
学
校
病

に
歯
周
疾
患
を
追
加
す
る
件

は
文
科
省
の
検
討
状
況
を
確

認
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
さ

せ
よ
う
。
協
会
の
『
学
校
歯

科
治
療
調
査
』
の
資
料
を
提

供
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
各
議
員
・
秘
書
、
児
童

が
検
診
後
に
半
数
し
か
歯
科

の
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
状
況
に
驚
い
て
い
た
。

集
会
に
４
千
人

　

同
日
午
後
か
ら
「
い
の
ち

・
生
活
・
安
全
ま
も
る
10
・

17
国
民
集
会
」
が
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
か
れ
、
４
千

人
が
社
会
保
障
改
悪
反
対
、

い
の
ち
守
れ
と
声
を
上
げ

た
。
集
会
か
ら
は
、
段
野
和

茂
・
村
本
定
雄
両
評
議
員
や

医
院
ス
タ
ッ
フ
も
合
流
し
、

厚
労
省
に
向
け
て
「
い
の
ち

ま
も
る
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
、「
医
療
・
社

会
保
障
改
悪
反
対
！
」「
い
の

ち
守
れ
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
集
会
後
は
参
加
者
が
都

内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。（
要

請
議
員
一
覧
は
次
号
に
掲
載
）

　

歯
科
臨
床
学
術
部
は
、

「
診
療
が
変
わ
る
、
く
す
り

の
知
識
」
を
テ
ー
マ
に
10
月

21
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
生

涯
研
修
を
開
き
、
１
１
３
人

が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
兵

庫
県
明
和
病
院
歯
科
口
腔
外

科
医
長
・
末
松
基
生
氏
。

　

末
松
氏
は
、
有
病
の
高
齢

者
を
診
る
機
会
が
増
え
て
お

り
、
開
業
歯
科
医
も
他
科
の

疾
患
を
推
知
し
た
上
で
処
置

や
手
術
に
あ
た
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
と
述
べ

た
。
主
治
医
に
そ
の
都
度
照

会
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と

か
ら
「
お
薬
手
帳
」
が
活
用

で
き
る
と
し
て
、
降
圧
薬
、

抗
血
栓
薬
、
糖
尿
病
薬
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
、
骨
粗

し
ょ
う
症
薬
、
が
ん
化
学
療

法
薬
に
応
じ
た
、
疾
患
の
分

類
と
歯
科
治
療
上
の
注
意
点

を
て
い
ね
い
に
解
説
し
た
。

　

最
近
の
内
科
系
標
準
処
方

薬
は
セ
ッ
ト
な
の
で
高
血
圧

お
よ
び
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

の
三
つ
の
処
方
で
、
狭
心
症

か
心
筋
梗
塞
を
疑
う
こ
と
。

降
圧
剤
を
見
つ
け
た
ら
当
日

服
用
し
た
か
を
聞
き
、
服
用

し
て
い
な
い
時
は
持
続
性
出

血
が
起
こ
る
の
で
当
日
は
治

療
せ
ず
、
次
回
服
用
を
義
務

づ
け
る
こ
と
。
抗
血
栓
薬
を

服
用
し
て
い
た
ら
医
院
で
の

持
続
出
血
、
抗
凝
固
剤
を
服

用
し
て
い
た
ら
帰
宅
後
の
持

続
出
血
を
考
え
る
。
次
に
抗

血
栓
薬
を
服
用
し
て
い
た
ら

狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
を
考
え
て
、
普
通
抜
歯
で

は
休
薬
せ
ず
、
フ
ラ
ッ
プ
を

伴
う
手
術
や
埋
伏
智
歯
抜
歯

な
ど
骨
切
開
を
伴
う
際
に
休

薬
を
主
治
医
に
依
頼
し
、
診

療
情
報
提
供
書
に
は
手
術
の

内
容
や
必
要
性
を
明
記
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
述
べ
た
。

　

糖
尿
病
で
は
低
血
糖
が
最

も
怖
く
、
当
日
に
服
用
せ
ず

食
事
を
し
て
い
な
い
と
起
こ

り
や
す
い
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
治
療
薬
は

ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製

剤
を
併
用
し
て
い
る
可
能
性

が
高
く
、
免
疫
が
落
ち
て
顎

骨
壊
死
を
起
こ
し
や
す
い
。

　

分
子
標
的
薬
は
創
傷
治
癒

遅
延
が
起
こ
り
や
す
い
が
、

点
滴
の
場
合
は
お
薬
手
帳
に

は
載
ら
な
い
。
ま
た
歯
根
吸

収
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
矯
正
に
は
気
を
つ
け
る

こ
と
。

　

が
ん
化
学
療
法
薬
で
は
口

腔
粘
膜
炎
を
起
こ
し
や
す
い

薬
を
紹
介
し
、
骨
髄
抑
制
期

は
保
存
治
療
に
専
念
し
、
病

院
歯
科
に
紹
介
し
て
欲
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
他
、
抗
菌
薬
や
局
所

麻
酔
薬
の
使
用
量
や
注
意
点

な
ど
を
述
べ
て
終
了
し
た
。

与
薬
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
伺
わ
せ
た
講
習
会
だ
っ

た
。

基 

軸
日
本
維
新
の
会

ね
ら
い
と
実
態

❷

立
命
館
大
学
教
授
　
森
裕
之

10月度生涯
研 修 講 座
〝
薬
手
帳
で
疾
患
推
知
を
〟

橋
下
府
政
時
に
借
金
大
幅
増

末
松
氏
　
有
病
者
治
療
の
注
意
点
を
解
説

財
政
削
減
で
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
へ 服用薬と歯科治療の注

意点について解説する
末松基生氏＝10月21日、
Ｍ＆Ｄホール　　　　

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）


